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理
事
長 　

大
　
倉
　
　
直

　

令
和
三
年
五
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
七
十
三
回
通

常
総
会
に
お
い
て
理
事
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
の
臨
時
総
会
で

互
選
の
上
、
前
玉
津
理
事
長
の
も
と
で
、
副
理
事
長
と
し
て
六

年
間
、
組
合
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
理
事
長
を
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
到
底
そ
の

器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
組
合
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
微

力
な
が
ら
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
組
合
役
員
の
方
々
は
じ

め
組
合
員
皆
様
の
お
力
添
え
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
勢
い
が
衰
え
ま
せ
ん
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
無
事
に
無
観
客
で
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
デ
ル
タ
株
を
中
心
と
す
る
第
五

波
は
政
府
が
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
未

だ
に
終
息
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
令
和
三
年
度
上
半
期
の
組
合
事
業
も
昨

年
同
様
、
大
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
函
館
の
参

加
な
ど
の
親
睦
事
業
は
中
止
と
な
り
、函
館
工
業
高
校
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
特
別
教
育
は
開
催
し
ま

し
た
が
、
各
種
講
習
会
、
研
修
会
は
一
部
中
止
、
も
し
く
は
書

面
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
未
だ
先
の
見
え
な
い
状
態
で
す
が
、

下
半
期
に
は
組
合
事
業
が
開
催
で
き
る
よ
う
、
組
合
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
早
期
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合
の
会
議
も
「
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
」
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
さ
れ
、
他
の
単
協
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
実
施
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
政
府
が
勧
め
る
テ
レ
ワ
ー
ク
、
デ
ジ
タ
ル
庁
発
足

な
ど
電
気
通
信
技
術
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
全

日
電
工
連
の
今
年
度
の
事
業
計
画
に
、
多
様
化
・
高
度
化
し
て

い
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
お
応
え
す
る
質
の
高
い
電
気

設
備
を
提
供
す
る
た
め
に
、
Ｄ
Ｘ
革
新
の
先
頭
に
立
つ
気
構
え

で
知
見
を
拡
充
し
、「
一
歩
先
を
読
み
進
化
す
る
業
界
」
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
あ
り
ま
す
。
当
組
合
も
超
ス
マ
ー

ト
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
各
種
講
習
会
、
相
互
扶
助
の
精
神

で
の
情
報
交
換
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
パ
ソ
コ
ン
に
違
和
感
が

ご
　
挨
　
拶
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役
員
会
だ
よ
り

第
一
回
役
員
会 

三
・
五
・
十
一

一
、  

経
過
報
告
・
無
し

二
、  

貸
付
報
告
・
無
し

三
、  

各
支
部
報
告
並
び
に
提
案
事
項

 
 

各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
支
部
会
議
を
開
催

四
、  

総
務
委
員
会
事
項

 

⑴ 

組
合
員
の
異
動

 

⑵ 

定
期
健
康
診
断
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

 

⑶ 

令
和
三
年
度
（
第
七
十
三
回
）
通
常
総
会
に
つ
い
て

 

⑷ 

道
工
組
令
和
三
年
度
総
代
会
に
つ
い
て

 

⑸ 

第
三
回
役
員
会
及
び
北
工
連
絡
会
の
開
催
に
つ
い
て

 

⑹ 

事
務
局
職
員
の
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

 

⑺ 

事
務
局
長
の
選
任
に
つ
い
て

五
、  

事
業
委
員
会
事
項

 

⑴ 
 

電
設
業
務
研
修
会
（
内
線
工
事
会
社
研
修
会
）
に
つ

い
て

 
 

※
「 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
感
染
防
止
の
た
め

中
止

 

⑵ 
 「

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
特
別
教
育
」
講
習
会
の

開
催
結
果
に
つ
い
て

 

⑶ 
 

二
級
引
込
線
工
事
士
認
定
講
習
・
認
定
試
験
の
開
催

結
果
に
つ
い
て

 

⑷ 
 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
撤
去
工
事
並
び
に
決
算
報
告
に

つ
い
て

 

⑸ 
 

第
二
種
電
気
工
事
士
試
験
（
学
科
）
準
備
講
習
会
に

つ
い
て

 

⑹ 
 

二
級
引
込
線
工
事
士
安
全
技
能
講
習
（
無
墜
落
昇
降

柱
法
訓
練
）
の
実
施
に
つ
い
て

 

⑺ 
 

北
電
・
組
合
連
絡
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

 
 

※
「 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
感
染
防
止
の
た
め

中
止

 

⑻ 
 

函
館
工
業
高
校
電
気
科
生
徒
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
現

場
実
習
の
受
入
に
つ
い
て

六
、  

そ
の
他

 
⑴ 

道
工
組
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て

 
 

第
二
回
役
員
会 

三
・
五
・
二
十
七

一
、  

経
過
報
告

 
 

池
田
電
気
工
事
㈱
代
表
者
逝
去

二
、  

貸
付
報
告
・
無
し

三
、  

各
支
部
報
告
並
び
に
提
案
事
項

 
 

各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
支
部
会
議
を
開
催

四
、  

総
務
委
員
会
事
項

 

⑴ 
 

令
和
三
年
度
（
第
七
十
三
回
）
通
常
総
会
の
開
催
に

つ
い
て

五
、  

事
業
委
員
会
事
項

 

⑴ 
 

第
二
種
電
気
工
事
士
試
験
（
技
能
）
準
備
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

 
 

第
三
回
役
員
会 

三
・
六
・
十
八

一
、  

経
過
報
告
・
無
し

二
、  

貸
付
報
告
・
無
し

　
　

組

合

行

事

３
月
26
日 

 

二
級
引
込
線
工
事
士
認
定
講
習
・
認
定
試
験
（
組

合
会
議
室
＝
三
十
四
名
受
講
、
二
十
四
名
受
験
）

４
月
１
日 

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

 

５
日 

渡
島
支
部
総
会

 

6
日 

八
雲
支
部
総
会

 

７
～ 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
撤
去
工
事

 

10
日 

 

10
日 

北
部
支
部
総
会
（
書
面
開
催
）

 

13
～ 

定
期
健
康
診
断
（
組
合
＝
二
六
三
名
受
診
）

 

15
日 

 

21
日 

労
働
保
険
の
更
新
手
続
（
組
合
会
議
室
）

 

仝
日 

道
工
業
組
合
第
一
回
役
員
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

	

仝
日	

 

北
電
N
W
・
工
業
組
合
本
部
連
絡
協
議
会
（
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
）

 

23
日 

江
差
支
部
総
会
（
書
面
開
催
）

 

27
日 

正
副
理
事
長
・
事
務
局
長
会
議

 

仝
日 

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

５
月
８
日 

 

第
二
種
電
気
工
事
士
（
学
科
）
受
験
準
備
講
習
会

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
＝
二
十
五
名
）

 

９
日 

 

第
二
種
電
気
工
事
士
（
学
科
）
受
験
準
備
講
習
会

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
＝
二
十
五
名
）

 

10
日 

組
合
期
末
監
査

	

11
日	

第
一
回
役
員
会

	

12
日	

 

北
電
N
W
関
連
工
事
安
全
協
議
会
函
館
配
電
部

会
定
例
協
議
会
に
對
馬
副
理
事
長
出
席

	

仝
日	

道
工
業
組
合
監
査
（
書
面
監
査
）

無
い
青
年
部
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

企
画
や
助
言
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
に
定
め
る
残
業
時
間
上
限
規
制
が
、
令

和
六
年
四
月
か
ら
適
用
に
な
り
、
残
り
三
年
し
か
無
く
、
長
時

間
労
働
の
是
正
、
週
休
二
日
の
実
現
な
ど
の
対
応
を
加
速
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の
生

活
様
式
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
様
々
な
点
で
私
ど
も
業
界

も
変
革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
業
界
を
取
り

巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、
当
組
合
の
活
動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に

つ
い
て
、
組
合
員
役
員
の
方
々
と
議
論
を
し
て
新
し
い
組
合
の

カ
タ
チ
を
作
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
退
任
さ
れ
ま
し
た
玉
津
前

理
事
長
、
對
馬
前
副
理
事
長
、
稲
見
前
理
事
、
大
鎌
前
理
事
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
永
年
に
亘
っ
て
の
ご
労
苦
に
組
合
員
を
代

表
し
て
厚
く
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

平
素
は
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
関
係
諸
官
庁

を
は
じ
め
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
、
関
係
各
位
の
一
層

の
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
組
合
員
皆
様
の
無
事

故
、
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

三
、  

各
支
部
報
告
並
び
に
提
案
事
項

 
 

各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
支
部
会
議
を
開
催

四
、  

総
務
委
員
会
事
項

 

⑴ 
 

令
和
三
年
度
（
第
七
十
三
回
）
通
常
総
会
の
開
催
結

果
に
つ
い
て

 

⑵ 

役
員
の
所
属
委
員
会
に
つ
い
て

 

⑶ 

当
面
の
組
合
行
事
に
つ
い
て

五
、  

事
業
委
員
会
事
項

 

⑴ 

無
し
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13
日	

道
工
業
組
合
第
二
回
役
員
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

	

14
日	

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

	

20
日	

東
部
支
部
総
会

	
22
日	

 

第
二
種
電
気
工
事
士
（
学
科
）
受
験
準
備
講
習
会

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
＝
二
十
五
名
）

	
23
日	

 

第
二
種
電
気
工
事
士
（
学
科
）
受
験
準
備
講
習
会

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
＝
二
十
五
名
）

	

27
日	
第
二
回
役
員
会

	

仝
日	

第
七
十
三
回
通
常
総
会
（
書
面
開
催
）

	

31
日	

青
年
部
通
常
総
会
（
書
面
開
催
）

６
月
３
日	

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

	

８
日	

 

道
工
業
組
合
通
常
総
代
会
（
書
面
開
催
）

	

仝
日	

 

道
工
業
組
合
第
三
回
役
員
会
（
札
幌
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
大
通
公
園
）

	

18
日	

第
三
回
役
員
会

	

22
日	

 

二
級
引
込
線
工
事
士
・
低
圧
計
測
器
工
事
士
安
全

技
能
講
習
（
組
合
会
議
室
・
北
電
Ｎ
Ｗ
旧
資
材
管

	

23
日	

理
跡
地
＝
九
十
八
名
）

	

30
～	

 

函
館
工
業
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
現
場
実
習（
組

７
月
２
日　

合
九
事
業
所
ほ
か
二
企
業
）

７
月
１
日	

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

	

３
日	

 

第
二
種
電
気
工
事
士
（
技
能
）
受
験
準
備
講
習
会

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
＝
六
名
）

	

８
日	

全
道
事
務
局
長
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

	

10
日	

 

第
二
種
電
気
工
事
士
（
技
能
）
受
験
準
備
講
習
会

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
＝
六
名
）

	

11
日	

 

第
二
種
電
気
工
事
士
（
技
能
）
受
験
準
備
講
習
会

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
＝
六
名
）

	

15
日	

道
工
業
組
合
臨
時
役
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

	

19
日	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
委
員
会
（
組
合
会
議
室
）

８
月
２
日	

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

	

26
日	

 

低
圧
検
満
工
事
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
（
北
電
二

名
・
組
合
三
名
・
施
工
会
社
五
社
）

	

30
日	

検
満
業
者
打
合
せ
会
議

	

仝
日	

正
副
理
事
長
・
事
務
局
長
会
議

９
月
７
日	

い
な
づ
ま
編
集
委
員
会
（
組
合
会
議
室
）

	

仝
日	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
委
員
会
（
組
合
会
議
室
）

	

16
日	

道
工
業
組
合
第
四
回
役
員
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

	

仝
日	

 

北
電
N
W
・
工
業
組
合
本
部
連
絡
協
議
会
（
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
）

　

令
和
三
年
度
第
七
十
三
回
通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
規
模
を
縮
小
し
、
十
分
に

感
染
対
策
を
実
施
し
た
う
え
で
、
函
館
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館
）
に
て
開
催
す
る
予
定
で
お
り

ま
し
た
が
、
五
月
十
四
日（
金
）、
北
海
道
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
組
合
員
が
一
堂
に
会
す
る
形
の
総

会
を
止
め
、
書
面
に
て
議
案
に
対
す
る
賛
否
や
ご
意
見
を
伺
う

形
態
で
五
月
二
十
七
日（
木
）に
役
員
が
本
人
出
席
し
、
組
合
三

階
大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
の
進
行
及
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
午
後
一
時
三
十

分
開
会
宣
言
、
総
会
出
席
者
状
況
の
報
告
、
玉
津
理
事
長
の
挨

拶
の
後
、
㈱
作
並
電
気
工
事　

代
表
者　

作
並
真
一
氏
が
議
長

に
選
出
さ
れ
議
案
の

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

　
 

令
和
二
年
度
事
業

報
告
、財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
及
び
剰

余
金
処
分
（
案
）

に
つ
い
て

第
二
号
議
案

　

 

令
和
三
年
度
事
業

計
画
（
案
）
並
び

に
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

第
三
号
議
案

　

令
和
三
年
度
役
員

　

報
酬
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

　

 

令
和
三
年
度
組
合
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ

い
て

第
五
号
議
案

　

 

令
和
三
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
け
（
手
形
の
割
引
を

含
む
。）
又
は
一
組
合
員
の
た
め
に
す
る
債
務
保
証
の
最
高

限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
六
号
議
案

　

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
及
び
監
事
の
改
選
に
つ
い
て

第
七
号
議
案

　

 

北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合
総
代
及
び
推
薦
委
員
の
選
出

に
つ
い
て

　

第
一
号
か
ら
第
七
号
議
案
ま
で
、
事
務
局
よ
り
内
容
説
明
の

後
、
書
面
出
席
一
三
三
名
、
本
人
出
席
十
九
名
の
賛
成
多
数
に

よ
り
、
全
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
六
号
議
案
に
つ
い
て
は
本
人
出
席
全
員
の
承
認
の

も
と
指
名
推
薦
の
方
法
で
行
わ
れ
、
玉
津
理
事
長
、
對
馬
副
理

事
長
、
稲
見
理

事
、
大
鎌
理
事

が
退
任
し
、
大

倉
理
事
長
理
事

長
に
よ
る
新
体

制
が
発
足
し
ま

し
た
。
新
役
員

の
体
制
に
つ
い

て
は
次
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
決
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

全
て
の
議
事

が
終
了
し
、
午

後
二
時
五
十
五

分
、
議
長
は
閉

会
を
宣
言
し
令

和
三
年
度
通
常

総
会
は
終
了
し

ま
し
た
。　

第
七
十
三
回
　
通
常
総
会
開
催
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理
事
長大　

倉　
　
　

直 

　

昭
和
三
十
五
年
二
月
生

大
倉
電
気
株
式
会
社

代
表
取
締
役

副
理
事
長

伊　

東　

照　

勝 

　

昭
和
三
十
五
年
二
月
生

有
限
会
社
丸
伊
イ
ト
ウ
電
気
商
会

代
表
取
締
役

副
理
事
長

土　

谷　

禎　

宏 

　

昭
和
四
十
六
年
八
月
生

日
東
電
気
工
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役

理
事
（
江
差
支
部
長
）

國　

仙　

勝　

彦 

　

昭
和
三
十
一
年
二
月
生

株
式
会
社
桧
山
電
気
工
業

代
表
取
締
役

理 

事
（
西
部
支
部
長
）

高　

井　

秀　

昭 

　

昭
和
三
十
五
年
四
月
生

株
式
会
社
進
成
電
機
機
械
工
業
所

代
表
取
締
役

理 

事
（
渡
島
支
部
長
）

中　

野　
　
　

英

　

昭
和
四
十
七
年
八
月
生

株
式
会
社
中
電
設
工
事

代
表
取
締
役

理
事
（
福
島
支
部
長
）

清　
　
　

政　

見 

　

昭
和
二
十
三
年
六
月
生

有
限
会
社
清
電
工

代
表
取
締
役

理 

事
（
北
部
支
部
長
）

渋　

田　

重　

則 

　

昭
和
三
十
四
年
二
月
生

三
洋
電
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

理 

事
（
八
雲
支
部
長
）

田　

仲　

恒　

彦 

　

昭
和
二
十
九
年
一
月
生

株
式
会
社
岩
越
電
機

代
表
取
締
役

理 

事加　

賀　

広　

一 
　

昭
和
三
十
八
年
六
月
生

加
賀
電
気
株
式
会
社

代
表
取
締
役

理 

事
（
東
部
支
部
長
）

中　

島　

康　

弘 

　

昭
和
五
十
年
九
月
生

株
式
会
社
シ
マ
デ
ン
産
業

代
表
取
締
役

理
事
（
青
年
部
長
）

作　

並　

真　

一

　

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
生

株
株
式
会
社
作
並
電
気
工
事

代
表
取
締
役

監 

事石　

塚　
　
　

徹

　

昭
和
五
十
一
年
九
月
生

協
同
電
気
通
信
株
式
会
社

代
表
取
締
役

監 

事岩　

井　

秀　

義 

　

昭
和
二
十
七
年
七
月
生

岩
井
電
気
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

顧 

問佐　

藤　

征　

次 

　

昭
和
十
三
年
九
月
生

佐
藤
電
気
工
事
株
式
会
社

会
長

顧 

問玉　

津　

眞　

史 

　

昭
和
二
十
六
年
五
月
生

タ
マ
ツ
電
機
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介
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北
電
Ｎ
Ｗ
配
電
Ｇ
・
組
合

検
満
計
測
器
取
替
工
事
合
同

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

 
　

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
全
需
要
家
に
設
置
す
る
期
限
が
あ
と

残
す
と
こ
ろ
約
一
年
半
と
な
っ
た
令
和
三
年
上
半
期
、
北
海
道

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
函
館
支
店
配
電
部
配
電
グ
ル
ー
プ
と
工

事
組
合
に
よ
る
低
圧
検
満
計
測
器
取
替
工
事
合
同
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
日
は
八
月
二
十
六
日（
木
）、

配
電
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
二
名
、
組
合
か
ら
は
三
名
で
検
満
工
事

会
社
五
社
の
施
工
現
場
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
型
開
閉

器
を
専
用
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
す
る『
外
部
電
源
型
タ
イ
ム
ス
イ
ッ

チ
機
能
付
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
』や
官
公
庁
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
施
設
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
二
五
〇
A
型
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
に
ク
オ
ー
ツ
式
タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
を
接
続
す
る
現
場
な
ど
、

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
で
も
比
較
的
珍
し

い
施
工
法
を
実
施
す
る
現
場
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
工
会
社
の
各
現
場
が
終
了
す
る
ご
と
に
、
総
評
を
行
い
ま

し
た
が
、
不
適
切
、
不
安
全
な
工
事
内
容
や
改
め
て
指
導
す
る

よ
う
な
項
目
は
無
く
、
配
電
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
良
い
評
価
を
い

た
だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

過
去
の
い
な
づ
ま
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
毎
年
こ
う
し
て
検

満
工
事
の
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
は
平
成
二
十
年
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
来
十
三
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
定
例
化
し
は
じ
め
た
当
初
は
施
工
者
が
多
く
の
監

視
者
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
に
お
か
れ
る
こ
と
が
無
い
こ
と

か
ら
過
度
に
緊
張
し
た
り
、
安
全
意
識
や
施
工
品
質
に
思
い
を

巡
ら
す
な
ど
の
意
識
は
皆
無
で
は
な
か
っ
た
か
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
今
で
は
施
工
品
質
は
格
段
に
向
上
し
、
よ
り
安
全
に
、

よ
り
高
い
意
識
で
施
工
し
て
い
る
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

検
満
施
工
会
社
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
工
事
内
容
の
性
格
上
、

施
工
不
良
事
例
な
ど
が
あ
れ
ば
、
や
や
も
す
る
と
矢
面
に
立
た

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
第

一
に
、
ま
た
、
検
満
を
施
工
し
て
い
る
と
い
う
矜
持
を
持
っ
て

さ
ら
な
る
施
工
品
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、
日
々
作
業
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
忙
し
い
中
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
級
引
込
線
工
事
士

新
規
認
定
講
習
・
認
定
試
験

安
全
技
能
講
習（
無
墜
落
昇
降
法
訓
練
）

　

二
級
引
込
線
工
事
士
新
規
認
定
講
習
・
認
定
試
験
は
三
月

二
十
六
日（
金
）、
安
全
技
能
講
習
（
無
墜
落
昇
降
柱
法
訓
練
）

は
、
六
月
二
十
二
日（
火
）、
二
十
三
日（
水
）に
そ
れ
ぞ
れ
組
合

三
階
大
会
議
室
と
函
館
市
八
幡
町
の
北
電
旧
資
材
管
理
跡
地
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
防
止

対
策
を
十
分
に
と
っ
た
う
え
で
、
両
講
習
と
も
例
年
開
催
し
て

い
る
と
お
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
規
認
定
講
習
・
認
定
試
験
で
は
、
試
験
で
の
認
定
者
が

二
十
四
名
で
全
員
が
試
験
を
無
事
合
格
し
、
受
講
し
た
三
十
四

名
全
員
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
技
能
講
習
（
無
墜
落
昇
降
柱
法
訓
練
）
は
、
受
講
対
象

者
が
多
く
、
一
日
の
み
の
開
催
に
し
た
場
合
、
座
学
で
密
な
状

況
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
六
月
二
十
二
日（
火
）、

二
十
三
日（
水
）の
二
日
間
に
分
け
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

安
全
技
能
講
習
の
座
学
で
は
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に
特
化

し
た
内
容
と
な
り
今
年
度
で
五
度
目
と
な
っ
た
『
計
測
器
練
習

問
題
』
を
実
施
し
、
正
当
率
は
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
で
し

た
。
こ
の
練
習
問
題
は
、
引
込
線
工
事
士
の
更
新
期
間
が
一
巡

す
る
五
年
間
を
め
ど
に
実
施
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
で

最
後
の
実
施
と
な
る
予
定
で
、
五
年
間
を
通
じ
て
正
当
率
の
平

均
値
は
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

練
習
問
題
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
講
習
は

次
年
度
以
降
も
引
込
線
工
事
、
計
測
器
工
事
の
新
工
法
を
周
知

し
た
り
安
全
意
識
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
場
と
し
て
、

機
能
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
安
全
技
能
講
習
で
計
測
器
工
事
の
み
施
工

で
き
る
『
低
圧
計
測
器
工
事
士
』
も
新
た
に
二
名
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
年
々
計
測
器
工
事
士
の
認
定
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
存

在
の
認
知
度
が
上
昇
し
て
き
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
引
込

線
工
事
士
、
計
測
器
工
事
士
の
認
定
に
つ
い
て
は
北
電
N
W

の
施
工
会
社
認
定
に
も
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
熟
慮
の
う
え
受

講
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
月
の
認
定
講
習
並
び
に
六
月
の
安
全
技
能
講
習
と
も
、
ご

多
用
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
北
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
配
電
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ま
に
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、

誌
上
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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函
館
工
業
高
校
は
、
令
和
二
年
度
よ
り
情
報
技
術
科
と
電
気

科
が
合
併
し
電
気
情
報
工
学
科
を
新
設
し
ま
し
た
。
従
前
組
合

は
、
旧
電
気
科
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
現
場
実
習
を
受
け

入
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
自
体
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
、
二
年
ぶ
り
に
新
設
さ

れ
た
電
気
情
報
工
学
科
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

　

電
気
情
報
工
学
科
は
電
気
コ
ー
ス
と
情
報
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
は
い
る
も
の
の
、電
気
設
備
も
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
な
か
、

函
館
の
電
気
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
や
将
来
を
担
う
人
材
育
成

に
寄
与
す
べ
く
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
要
請
に
協
力
す
る
こ

と
と
し
、
六
月
三
十
日
か
ら

七
月
二
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
ま
ず
組
合
三
階
大

会
議
室
に
て
大
倉
理
事
長
よ

り
挨
拶
、
続
い
て
伊
東
副
理

事
長
よ
り
安
全
講
話
を
実
施

し
ま
し
た
。
服
装
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
正
し
く
着
用
で
き
て
い

る
か
の
確
認
、
現
場
作
業
に

お
け
る
注
意
事
項
を
ご
指
導

頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
バ
ス
で
移
動
し

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
上
磯
工
場

へ
。車
窓
か
ら
だ
け
で
な
く
、敷
地
内
の
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、

バ
ス
を
降
り
て
見
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
上
磯
工
場
後
は
昼
休
憩
の
の
ち
知
内
発
電
所
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年

の
よ
う
に
施
設
内
で
の
D
V
D
鑑
賞
、
函
館
工
業
高
校
O
B

に
対
す
る
質
疑
応
答
は
無
く
、
車
窓
か
ら
外
観
の
見
学
と
設
備

の
説
明
の
み
で
し
た
。

　

二
日
目
三
日
目
は
各
事
業
所
に
分
か
れ
て
の
現
場
実
習
で
し

た
。
ご
多
忙
の
中
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
組
合
員
の
皆
様
に

は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
工
業
高
校
は
工

場
見
学
等
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
組
合
は
感
染
拡
大
防
止
を
徹
底
し
て
行
い
、
少
し
で
も
電
気

業
界
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
実
施
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
現
場
実
習
受
入
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
誌
上
を
借
り
ま

し
て
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員

■
岩
井
電
気
工
業
㈱　
　
　
　
　

■
大
倉
電
気
㈱

■
梶
原
電
気
工
業
㈱　
　
　
　
　

■
樺
電
工
業
㈱

■
㈱
新
営
電
気
設
備　
　
　
　
　

■
タ
マ
ツ
電
機
工
業
㈱

■
㈱
電
気
企
画
工
業　
　
　
　
　

■
都
市
電
気
㈱

■
北
海
電
気
工
事
㈱
函
館
支
店

　

青
年
部
は
、
さ
る
五
月
三
十
一
日（
月
）、
北
海
道
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
中
、
令
和
三
年
度
の
通
常
総
会
を
書
面

議
決
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
付
議
日
現
在
の
部
員
数

五
十
五
名
中
、
四
十
七
名
の
書

面
出
席
者
で
、
第
一
号
議
案
か

ら
役
員
改
選
を
実
施
し
た
第
五

号
議
案
ま
で
全
て
の
方
か
ら
承

認
を
得
て
、
無
事
総
会
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
青

年
部
員
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
述
の
役
員
改
選
で
平
成

二
十
九
年
か
ら
二
期
四
年
部
長

を
務
め
ら
れ
た
大
鎌　

幸
雄
氏
が
部
長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な

り
、
次
の
メ
ン
バ
ー
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

部　

長　
　

作
並　

真
一

監　

事　
　

大
谷　
　

悟

副
部
長　
　

石
塚　
　

徹
、
岩
井　

健
太
、
外
山　

尋
久
、

　
　
　
　
　

成
田　

桂
一
、
古
川　

達
也

理　

事　
　

天
野　

伸
吾
、
荒
木　

拓
海
、
五
十
嵐
洋
輔
、

　
　
　
　
　

加
我　

義
明
、
越
田　

恭
平
、
佐
々
木
健
二
、

　
　
　
　
　

佐
藤　

雄
亮
、
辻　
　

智
幸
、
鶴
薪　

亨
兵
、

　
　
　
　
　

八
重
樫　

聡

　

大
鎌
前
部
長
に
は
相
談
役
と
し
て
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
部
員
の
卒
業
や
交
代
も
あ
り
、
総
会
後
は
部
員

五
十
二
名
で
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
七
月
九
日
（
金
）
に
は

第
一
回
役
員
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

 

函
館
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合
青
年
部

 

副
部
長　

岩
井　

健
太

　
　

組
合
員
の
異
動

◎　

組
織
変
更 

（
新
） 

（
旧
）

一
、 （
同
）
吉
川
電
気
工
事 

吉
川
電
気
工
事

 

代
表
社
員　
　

吉
川　

雄
大 

吉
川　

幸
雄

一
、 

㈱
掛
村
電
気 

 

掛
村
電
気

 

代
表
取
締
役　

掛
村　

友
則 

掛
村　

義
弘

　
　

電
話
番
号　
　
〇
一
三
八
―
七
六
―
八
一
五
七 

〇
一
三
八
―
五
七
―
〇
五
八
〇

 

一
、 

㈱
小
林
電
機 

 

（
新
）
函
館
市
瀬
戸
川
町
三
八

－

一
〇
〇

 

　
　

 

電
話
番
号　
　

〇
一
三
八

－

七
六

－

六
七
七
二

 

　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

〇
一
三
八

－

七
六

－

二
六
七
四

 

　
　

 

代
表
取
締
役　

斉
藤　

数
馬

 

（
旧
）
函
館
市
川
汲
町
一
五
四
八

 

　
　

 

電
話
番
号　
　

〇
一
三
八

－

二
五

－

五
〇
八
〇

 

　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

〇
一
三
八

－

二
五

－

五
〇
九
四

 

　
　

 

代
表
取
締
役　

小
林　

光
男

一
、 

㈲
松
橋
電
気 

 

（
新
）
函
館
市
上
野
町
一
〇

－

四
四

 

　
　

 

電
話
番
号　
　

〇
一
三
八

－

八
三

－

八
八
七
八

 

（
旧
）
函
館
市
戸
倉
町
二
〇

－

一
二

 

　
　

 

電
話
番
号　
　

〇
一
三
八

－

五
七

－

四
七
四
六

◎　

代
表
者
の
変
更 

（
新
） 

（
旧
）

一
、 

北
盛
電
工
㈱

　
　

代
表
取
締
役 

中
瀬　

光
則 

高
橋　

範
寿

一
、 

佐
藤
電
気
工
事
㈱

　
　

代
表
取
締
役 

八
尾
貴
久
男 

佐
藤　

征
次

◎
　
脱
　
退	

	
	

一
、
伊
藤
電
気
商
会 

　
　

令
和
三
年
三
月
二
十
日

　

今
回
も
伊
東
副
理
事
長
が
撮
影
し
た
写
真
を
表
紙
に
採
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

函
館
工
業
高
校
電
気
情
報
工
学
科
生
徒

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
現
場
研
修
受
け
入
れ

青
年
部
活
動
報
告

青
年
部
活
動
報
告
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発
行
所　
函
館
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

編
　
集　

い
な
づ
ま
編
集
委
員
会

住
　
所　

函
館
市
日
乃
出
町
７
番
22
号

印
刷
所　

龍
文
堂
印
刷
株
式
会
社

題 

字
　 

　
小 

寺 

寬 

一
（
第
二
代
理
事
長
）

　
　

お

悔

や

み

令
和
三
年

五
月
二
十
日

池
田
電
気
工
事
㈱　

代
表
者

池
田
耕
造
殿
ご
逝
去

五
月
二
十
八
日

㈲
電
設
シ
ス
テ
ム　

代
表
者

ご
母
堂　

大
石
ト
シ
殿
ご
逝
去

七
月
三
日

㈲
マ
ル
シ
チ
新
栄
電
気　

代
表
者

七
尾
ミ
サ
ヲ
殿
ご
逝
去

■
今
月
の
表
紙
に
つ
い
て

『
函
館
山
か
ら
の
雲
海
』

　
日
本
の
『
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
』
や
『
天
空
の
城
』
等
と
言
わ
れ

る
兵
庫
県
朝
来
市
の
竹
田
城
跡
、
皆
さ
ん
も
山
城
が
雲
海
に
浮

か
ぶ
そ
の
幻
想
的
な
風
景
を
テ
レ
ビ
等
で
一
度
は
観
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

雲
海
と
は
高
度
の
高
い
位
置
か
ら
見
下
ろ
し
た
と
き
、
雲
が

海
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
言
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

表
現
で
す
。
か
つ
て
は
平
家
物
語
に
も
登
場
し
た
言
い
回
し

で
、
そ
の
中
で
は
雲
が
遥
か
に
見
え
る
果
て
し
な
い
海
原
を
指

し
て
い
た
表
現
で
し
た
。

　

そ
の
発
生
原
理
は
、
放
射
冷
却
な
ど
で
地
面
が
冷
え
る
。

地
面
付
近
の
水
蒸
気
を
含
む
空
気
が
冷
え
る
。
無
風
の
状
態
で

空
気
が
と
ど
ま
り
、
空
気
中
の
水
分
が
飽
和
状
態
を
通
り
越
し

て
霧
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
出
来
た
雲
が
海
の
よ
う
に
広
が

る
。
と
い
う
よ
う
な
原
理
で
発
生
す
る
気
象
現
象
で
す
。

　

北
海
道
で
も
占
冠
村
の
星
野
リ
ゾ
ー
ト
ト
マ
ム
が
雲
海
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
は
全
国
的
に
有
名
な
よ
う
で
す
が
、
函
館
山
か

ら
の
風
景
も
日
本
屈
指
の
夜
景
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
雲

海
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
美
し
い
景
色
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
春

か
ら
初
夏
に
か
け
て
が
函
館
で
雲
海
が
発
生
す
る
良
い
季
節
の

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
も
朝
の
気
温
が
低
く
な
っ
て

き
ま
す
。
夜
明
け
前
か
ら
早
朝
に
か
け
て
が
雲
海
が
良
く
発
生

す
る
時
間
帯
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
朝
に
自
信
の
あ
る
方
は

幻
想
的
な
風
景
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

編
集
後
記

『
第
一
五
〇
号
の
節
目
に
』

　

今
回
私
は
是
非
多
く
の
組
合
員
に
見
て
頂
き
た
い
も
の
を
紹

介
し
た
い
。
そ
れ
は
当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

る
機
関
紙
「
い
な
づ
ま
」
の
過
去
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
組
合
の

会
報
は
昭
和
四
十
三
年
一
月
に
発
刊
さ
れ
た
第
一
号
か
ら
前
回

の
令
和
三
年
三
月
の
分
ま
で
一
部
（
昭
和
四
十
五
年
の
第
十
一

号
）
を
除
き
す
べ
て
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
号
に
は
創
刊
を
祝
う
言
葉
と
と
も
に
当
時
の
理
事
長
小

寺
寛
一
氏
の
「
発
刊
の
こ
と
ば
」
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に

は
「
北
海
道
で
は
じ
め
て
の
企
画
で
あ
る
『
い
な
づ
ま
』
を
末

永
く
繁
栄
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
な
ど
力
強
い
言
葉

が
あ
る
。

　

そ
し
て
各
会
報
の
内
容
を
見
る
と
役
員
会
だ
よ
り
や
組
合
行

事
、
ま
た
組
合
員
の
動
向
や
表
彰
関
連
な
ど
現
在
も
そ
の
形
が

踏
襲
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
初
期
の
頃
に
は
組
合

員
か
ら
原
稿
の
投
稿
を
頂
い
て
い
た
よ
う
で
、
そ
こ
に
は
自
分

の
経
歴
を
書
い
た
方
や
地
域
自
慢
を
さ
れ
る
方
、
ま
た
そ
の
時

代
を
反
映
し
た
業
界
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
考
察
を
投
稿
す
る

方
も
い
て
た
い
へ
ん
興
味
深
く
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
中
の
一
つ
の
投
稿
に
「
腕
の
安
売
り
は
や
め
ろ
」
の
強

い
口
調
の
タ
イ
ト
ル
が
つ
き
そ
の
原
稿
に
は
『
真
心
こ
め
て
施

工
す
る
た
め
に
は
適
正
な
る
工
事
費
を
も
ら
わ
ず
に
で
き
る
わ

け
が
な
い
・
・
・（
中
略
）
腕
の
安
売
り
は
し
な
い
と
い
き
が

り
た
い
も
の
で
あ
る
』
と
あ
る
。
会
報
の
原
稿
に
し
て
は
な
ん

と
も
大
胆
と
感
じ
る
が
こ
れ
を
載
せ
る
事
を
許
容
し
た
当
時
の

編
集
委
員
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。
ち
ょ
っ
と
変
わ
り
種
の
記
事

で
は
「
奥
様
訪
問
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
組
合
員
企
業
の
社
長

さ
ん
の
奥
様
を
訪
問
し
編
集
委
員
が
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
し
て

奥
様
の
経
歴
や
家
庭
で
の
様
子
な
ど
を
聞
い
て
い
る
と
い
う
も

の
。
社
長
で
あ
る
ご
主
人
の
隠
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
奥
さ

ん
が
話
す
と
い
う
な
か
な
か
斬
新
な
原
稿
だ
。
そ
し
て
そ
れ
を

と
り
ま
と
め
て
い
た
編
集
委
員
の
名
前
が
原
稿
の
最
後
に
書
か

れ
て
い
る
が
そ
の
方
が
組
合
の
大
先
輩
で
大
御
所
の
方
で
あ
る

と
知
っ
て
も
っ
と
驚
い
た
。（
誰
か
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
探
し

て
ほ
し
い
。）

　

各
刊
の
各
所
に
現
在
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
会
社
や
先
々
代
や

先
代
の
社
長
、
先
輩
方
の
名
前
が
多
く
の
と
こ
ろ
に
見
受
け
ら

れ
、
そ
の
時
々
の
業
界
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
た
流
れ
が

大
ま
か
で
は
あ
る
が
わ
か
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
投
稿
原
稿
の

記
事
は
昭
和
四
十
八
、
九
年
位
か
ら
徐
々
に
減
り
始
め
て
平
成

に
入
っ
て
か
ら
は
ご
く
一
部
の
投
稿
の
み
と
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
個
人
的
に
は
若
干
の
寂
し
さ
は
感
じ
る
が
、
投
稿
原
稿
の

依
頼
・
回
収
そ
し
て
編
集
の
難
し
さ
は
理
解
で
き
る
し
、
ま
た
、

初
期
の
頃
と
は
違
い
近
年
は
業
務
上
・
組
合
運
営
上
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
情
報
量
の
多
さ
に
よ
り
現
在
の
形
が
合
理
的
と

言
え
ば
合
理
的
だ
。
だ
が
形
は
変
わ
っ
て
も
毎
刊
編
集
委
員
は

ど
ん
な
記
事
を
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
見
や
す
く
組
合
員
に
伝

え
る
か
と
い
っ
た
事
を
議
論
し
作
り
上
げ
て
い
る
光
景
は
昔
も

今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

し
か
し
こ
う
し
て
時
間
と
知
恵
と
手
間
を
か
け
て
作
っ
た
会

報
は
皆
様
の
手
に
渡
り
読
ん
だ
後
は
得
て
し
て
会
社
の
本
棚
や

書
庫
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て
保
存
は
す

る
が
そ
う
何
回
も
見
返
す
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
だ
が
い
ま
い
ち
ど
過
去
の
『
い
な
づ
ま
』
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
て
頂
き
組
合
の
記
憶
と
し
て
の
会
報
と
先
輩
方

の
熱
い
思
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
思
う
。
そ
し
て
最
後
に

そ
の
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
発
刊
号
に
書
か
れ
て
い
る

猪
俣
氏
の
編
集
後
記
を
ご
紹
介
し
た
い
。
以
下
猪
俣
氏
の
文
章

の
一
部
抜
粋
で
あ
る
。

　
『
い
な
づ
ま
』
の
発
刊
は
、
組
合
員
相
互
の
心
の
触
れ
合
い

の
「
場
」
と
な
っ
て
始
め
て
、
そ
の
意
義
を
持
つ
。
組
合
員
の

公
的
活
動
た
る
と
、
私
的
生
活
た
る
と
を
問
わ
ず
、
相
互
の
交

流
が
『
い
な
づ
ま
』
を
通
じ
て
、
よ
り
強
く
、
よ
り
深
く
生
ま

れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
機
関
誌
の
存
在
値
は
大
き
く
、
使
命
は
重

い
。	

（
H
・
T
）

　

今
回
も
伊
東
副
理
事
長
が
撮
影
し
た
写
真
を
表
紙
に
採
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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